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あらまし 沖縄の陸上交通手段は自動車に頼っており、免許人口に対する保有車両数は全国平均

を上回り、慢性的な交通渋滞に悩まされている。本研究では、那覇市市街地の道路の交通量と旅

行速度のデータを測定し考察を行った。その結果、交通量が一時的に増加した場合、旅行速度へ

の影響は 1,2 時間後に速度の急速な低下として現れていることが判った。さらに、旅行速度は、

信号停止回数と高い相関関係を示した。 
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Abstract  In Okinawa people solely rely on the means of vehicular transportation. The 
number of vehicles exceeds the number of licensed drivers on the island because they worry 
about chronic traffic jams. In this paper, I considered the number of vehicles and travel 
speed in the Naha city areas. In consequence, if the number of vehicles increased for a time, 
travel speed decreases after one or two hours. There is a large correlation between travel 
speed and the number of stops by traffic lights. 
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はじめに 
沖縄県は日本で唯一鉄道がない県で、自動車保有

台数は約20年間で3.8倍と全国平均2.7倍に比べ大

きく伸びている。人口当たりの車保有率も全国水準

に達しており、一般国道と県道の平均交通量も

6,400/12h と全国平均の 4,700/12h を上回り、鉄軌

道のない車依存社会の特色を示している。 
一方、道路網は、人口および自動車当たりの道路

延長は、全国の６割程度であり、都市部での放射環

状道路の未完成、都市街路の狭隘、無秩序、道路の

絶対量の不足等、体系的な道路網が未だ形成されて

いない。 
国土交通省の初試算によると、交通渋滞による損

失は、道路１km 当たりの損失金額は１位が東京

6,710 万円、２位が大阪 3,894 万円、３位が沖縄

2,261 万円と発表された。沖縄の車社会の現れを示

している。 
本研究では、沖縄が復帰後、本土の道路計画とは

異なる制度によって当初整備されて来た道路（注１）

を対象に、中でも最も交通渋滞が深刻な那覇都市域

５つ(図１･表１参照)の幹線道路交通量の比較と旅

行速度の考察を行い、那覇市内道路の交通量分析を

目的としている。 
 
２．那覇市の都市計画及び道路について 

沖縄においては、都市計画法が 1953．8 に告示さ

れたが、那覇市などの市街地は米軍統治時代に軍用

に接収され、その後開放されたが、現在の国際通り

や平和通りなどの商業地域はいち早く闇市などで活

気を取り戻した、しかし、都市計画法が無く、道路

計画も無い状態で建物などが立ち並んだ事で、今日

まで都市計画法による道路整備ができないでいる。  
道路が入り組んでおり、路地を少しずつ拡幅する

ことしか出来ず、そのため交通事故防止としていた

るところに信号機が設置されている。中でも、奇跡

の１マイルとして沖縄復興のシンボルでもある国際

通りは、約 1.6km の間に信号機が１４機もあり、平

均すると信号間隔は 114ｍになる。また、全国の信

号台数は 169､600 台で、全国の道路延長が 1､152､
206km で、平均信号間隔は 6.7km である。それに

対して、沖縄県内の信号台数は 1､721 台で、道路延

長は 7､433km であり、平均信号間隔は 4.3km であ

る。つまり、沖縄県内の信号機の間隔が全国平均よ

り 2.4km も短い、そのため、交通の流れが遅く、渋

滞も発生しやすい事につながっている。 
図２は各地区の一般道路における混雑時の旅行速

度の平均値である。30 万都市の那覇都市域の旅行速

度は 15.5km に対し同じ 30 万都市の長野市が 18.2 
km で那覇が約３km 遅い。東京都（特別区）で 15.8 
km、大阪市で 18.8 km 及び名古屋市で 17.3 km の

速度である。さらに、車社会の沖縄では車が県民の

足となり、公共交通機関のバスばなれも深刻化して

おり、車が急速に増加していることで、道路の交通

容量以上に交通量があるため混雑度[交通量（台/12
時間）÷交通容量（台/12 時間）]は主要幹線道路で

１.0 以上の路線が多く、慢性的な渋滞が現在も続い

ているのが現状である。 

 
図１ 調査対象道路位置 
 
表１ 各道路の 12 時間交通量の推移 

 
図２ 各地区の平均旅行速度の比較 

国道58号 国道329号 国道330号 県道39号 県道29号
1983 48,144 25,730 29,550 13,172 13,775
1985 43,757 28,056 26,742 13,319 13,323
1988 47,914 28,177 28,623 11,738 14,147
1990 46,397 26,575 29,395 12,919 14,563
1994 45,814 22,086 31,790 14,603 9,056
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３．那覇市内道路における旅行速度実験 
3.1 実験場所 
 実験を行った道路は、図１の東側の国道330号線、

西側の国道 58 号線、南側の国道 329 号線、北側の

県道 29 号線そして図の北東から南西に通る県道３

９号線の５つの道路である。 
3.2 実験方法 
 実験は、各道路の上りと下りの一定距離間を、バ

イクを使い、最も外側の車線中央を走り、前の車を

追い越さないで、起点から終点までの旅行時間（信

号停止などの停止時間や走行時間を加算した時間）

を計測した。ただし、これ以降旅行時間を移動時間

と言う。実験は 1999,2000 年に行い、平日 7:00 か

ら 19:00 までの毎正時に、上下線同時に出発し、終

点までの旅行時間を測定した。実験終了後に移動時

間で測定区間の距離を割って、旅行速度を計算した。

また、区間内の停車時間、信号機による停止回数そ

して各道路端部での10分間交通量の計測も行った。 
3.2 旅行速度実験結果及び考察 
 測定を行った各５つの道路の、上り、下りそれぞ

れにおいて、移動時間と旅行速度を合わせてグラフ

化した。 図３は、県道 29 号線３車線の上り、安

里から泊方向車線での旅行時間と旅行速度の関係で

ある。両者は、旅行時間を使って計算しており同じ

意味である。しかし速度に変えることで理解しやす

くなる。 

図３ 移動時間と旅行速度 県道 29 号線安里→泊 

図４ 移動時間と旅行速度 県道 29 号線泊→安里 

結果は朝７時が最も移動時間が短く、1.4km の距

離を151秒で移動し、そのため旅行速度が33.4km/h
で最も早い。さらに、この道路は中央の車線が時間

帯で車線方向を変えて、交通渋滞を改善している。

6:00～17:30 上り２車線、17:30～6:00 下り２車線に

変化する。これらの車線数の変化を図３で見ると、

18:00 の旅行速度が 17:00 と比べて少し遅くなった

程度であまり影響が見られない。図４では、18:00、
19:00 の旅行速度が 17:00 と比べて、10km/h 早く

なり、16:00 と比べると 15km/h 早くなっている。

この結果から考察すると、泊から安里方向（下り）

の車線は、16:00 から渋滞が始まっていると考えら

れるため、２車線に増やす現在の 17:30 開始時刻で

は遅いと思われる。 
図５は、国道 58 号線泊から東町方向（上り）の

結果である。この道路は沖縄で唯一６車線道路であ

り通過交通量が最も多い道路である。朝と夕方のラ

ッシュ時間帯にバスレーンが設定されている。図５

は上りで 7:30～9:30 であるがこれによる変化はあ

まり見られない。図６は下りで 17:30～19:30 まで

バスレーンで 18:00 に影響がでており、17:00 に 15 

図５ 移動時間と旅行速度 国道 58 号線泊→東町 

 
図６ 移動時間と旅行速度 国道 58 号線東町→泊 
 
km/h の旅行速度が 5km/h まで減速しており、交通

渋滞が起こっている事を示している。 

県道２９号線　３車線(上り)　（安里→泊)1.4km
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図７は、国際通り県道 38 号線の上り安里から久茂

地方面の結果である。朝 7:00～9:00 まではバスレー

ンのため車の流れが速く旅行速度 25km/h 程度であ

る。11:00～16:00 までは渋滞で旅行速度が遅い。 
 

図７ 移動時間と旅行速度 R38 安里→久茂地 
 

図８ 移動時間と旅行速度 R38 久茂地→安里 
 
図８の下り久茂地から安里方向の車線は、図７と比

較した場合、全時間帯で移動時間が長い。夕方のバ

スレーンの 17:30～19:30 の時間帯で旅行速度が

15km/h で流が速くなっている。 
 

図９ 移動速度と旅行速度 R330 安里→古波蔵 
 
図９と図10は、国道330の上下車線の結果である。 

図 10 移動速度と旅行速度 R330 古波蔵→安里 
 
図 9の安里から古波蔵方面の車はほぼ安定した流

である。一方、図 10 の古波蔵から安里方面の車の

流れは、朝から夕方にかけて徐々に悪くなって、夕

方のラッシュ時間帯には旅行速度が５km/h まで低

下しており、上り車線を減らして下り車線を３車線

に増やす必要があると考えられる。 
 

図 11 移動時間と旅行速度 R329 古波蔵→東町 
 

図 12 移動時間と旅行速度 R329 東町→古波蔵 
 
図 11 の国道 329 号線古波蔵から東町方向の車線

は、7:00～9:00 まで３車線に増えるため、7:00 から

8:00 の時間は、車の流れがとても速く、旅行速度が

30km/h に達している。しかし、８:00 から 10:00 
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表２ 各道路の移動時間、旅行速度、信号停止回数 ＊渋滞率＝停車時間(秒)÷走行時間(秒) 
　 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00
移動時間（秒） 151 261 232 193 197 331 251 226 193 242 261 269 285 区間距離
走行時間（秒） 129 148 193 162 167 178 168 160 151 163 124 206 223 １．4ｋｍ
停車時間（秒） 22 113 39 31 30 153 83 66 42 79 137 63 62 信号機

旅行速度（km/h） 33.4 19.3 21.7 26.1 25.6 15.2 20.1 22.3 26.1 20.8 19.3 18.7 17.7 ９機
信号停止数（回） 1 2 2 2 2 3 2 2 1 3 3 2 3 ３車線

渋滞率１ 0.17 0.76 0.20 0.19 0.18 0.86 0.49 0.41 0.28 0.48 1.10 0.31 0.28
移動時間（秒） 281 261 282 535 469 332 230 271 349 801 462 244 275

走行時間（秒） 156 194 210 402 318 231 163 195 221 479 261 192 183

停車時間（秒） 125 67 72 133 151 101 67 76 128 322 201 52 92

旅行速度（km/h） 17.9 19.3 17.9 9.4 10.7 15.2 21.9 18.6 14.4 6.3 10.9 20.7 18.3

信号停止数（回） 2 2 2 4 3 2 1 2 3 3 3 2 2

渋滞率１ 0.80 0.35 0.34 0.33 0.47 0.44 0.41 0.39 0.58 0.67 0.77 0.27 0.50

移動時間（秒） 176 1209 871 513 226 220 199 276 256 229 253 209 219 区間距離
走行時間（秒） 140 495 491 152 136 131 152 190 180 194 162 145 170 １．4ｋｍ
停車時間（秒） 36 714 380 361 90 89 47 86 76 35 91 64 49 信号機

旅行速度（km/h） 28.6 4.2 5.8 9.8 22.3 22.9 25.3 18.3 19.7 22.0 19.9 24.1 23.0 ９機
信号停止数（回） 1 9 5 5 2 3 3 4 3 3 3 2 2 ４車線

渋滞率１ 0.26 1.44 0.77 2.38 0.66 0.68 0.31 0.45 0.42 0.18 0.56 0.44 0.29
移動時間（秒） 187 346 365 239 157 228 254 253 267 223 278 236 506

走行時間（秒） 156 246 204 151 118 152 166 181 189 173 216 177 315

停車時間（秒） 31 100 161 88 39 76 88 72 78 50 62 59 191

旅行速度（km/h） 27.0 14.6 13.8 21.1 32.1 22.1 19.8 19.9 18.9 22.6 18.1 21.4 10.0

信号停止数（回） 1 3 4 2 1 3 4 2 4 1 2 3 4

渋滞率１ 0.20 0.41 0.79 0.58 0.33 0.50 0.53 0.40 0.41 0.29 0.29 0.33 0.61

移動時間（秒） 416 404 428 443 441 319 334 545 685 679 642 913 658 区間距離
走行時間（秒） 256 222 236 269 290 200 221 287 375 394 378 396 341 １．９２ｋｍ
停車時間（秒） 160 182 192 174 151 119 113 258 310 285 264 517 317 信号機

旅行速度（km/h） 16.6 17.1 16.1 15.6 15.7 21.7 20.7 12.7 10.1 10.2 10.8 7.6 10.5 ８機
信号停止数（回） 3 2 3 3 3 2 2 4 4 4 5 5 4 ６車線

渋滞率１ 0.63 0.82 0.81 0.65 0.52 0.60 0.51 0.90 0.83 0.72 0.70 1.31 0.93
移動時間（秒） 298 787 335 371 342 337 371 377 300 539 460 1260 742

走行時間（秒） 217 379 260 225 191 234 209 259 226 263 298 457 376 　
停車時間（秒） 81 408 75 146 151 103 162 118 74 276 162 803 366

旅行速度（km/h） 23.2 8.8 20.6 18.6 20.2 20.5 18.6 18.3 23.0 12.8 15.0 5.5 9.3

信号停止数（回） 1 4 1 2 2 2 2 4 2 3 4 8 5

渋滞率１ 0.37 1.08 0.29 0.65 0.79 0.44 0.78 0.46 0.33 1.05 0.54 1.76 0.97

移動時間（秒） 240 273 352 453 689 663 724 750 946 947 565 499 337 区間距離
走行時間（秒） 209 207 266 286 399 393 440 435 595 497 425 350 282 １．５９ｋｍ
停車時間（秒） 31 66 86 167 290 270 284 315 351 450 140 149 55 信号機

旅行速度（km/h） 23.9 21.0 16.3 12.6 8.3 8.6 7.9 7.6 6.1 6.0 10.1 11.5 17.0 １４機
信号停止数（回） 1 2 2 3 4 6 5 4 6 8 3 4 2 ２車線

渋滞率１ 0.15 0.32 0.32 0.58 0.73 0.69 0.65 0.72 0.59 0.91 0.33 0.43 0.20
移動時間（秒） 378 502 613 379 631 478 750 674 879 818 773 359 521

走行時間（秒） 236 308 329 242 384 336 408 381 454 516 492 295 352

停車時間（秒） 142 194 284 137 247 142 342 293 425 302 281 64 169

旅行速度（km/h） 15.1 11.4 9.3 15.1 9.1 12.0 7.6 8.5 6.5 7.0 7.4 15.9 11.0

信号停止数（回） 2 3 5 2 4 3 7 4 6 3 8 1 4

渋滞率１ 0.60 0.63 0.86 0.57 0.64 0.42 0.84 0.77 0.94 0.59 0.57 0.22 0.48

移動時間（秒） 318 455 392 476 530 608 465 530 512 429 451 389 530 区間距離
走行時間（秒） 256 261 275 270 328 394 296 362 380 293 324 307 381 ２．２８ｋｍ
停車時間（秒） 62 194 117 206 202 214 169 168 132 136 127 82 149 信号機

旅行速度（km/h） 25.8 18.0 20.9 17.2 15.5 13.5 17.7 15.5 16.0 19.1 18.2 21.1 15.5 １５機
信号停止数（回） 2 6 2 3 3 4 4 3 4 3 4 3 3 ４車線

渋滞率１ 0.24 0.74 0.43 0.76 0.62 0.54 0.57 0.46 0.35 0.46 0.39 0.27 0.39
移動時間（秒） 322 389 386 536 694 536 581 707 919 1083 749 1358 930

走行時間（秒） 254 271 271 294 347 321 314 408 526 531 441 554 537

停車時間（秒） 68 118 115 242 347 215 267 299 393 552 308 804 393

旅行速度（km/h） 25.5 21.1 21.3 15.3 11.8 15.3 14.1 11.6 8.9 7.6 11.0 6.0 8.8

信号停止数（回） 2 1 2 3 5 3 5 7 7 6 6 11 6

渋滞率１ 0.27 0.44 0.42 0.82 1.00 0.67 0.85 0.73 0.75 1.04 0.70 1.45 0.73
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までは、旅行速度が遅くなっている。その後は、20
から 25km/h で流がかなりスムーズである。図 12
で 8:00、9:00 の旅行速度が遅くなっているのは、車

線数が１車線に減った事による影響である。 
 さらに、表２に５つの道路の測定ﾃﾞｰﾀ一覧を示し

た。移動時間、走行時間、停車時間、旅行速度、信

号停止回数そして渋滞率である。移動時間は旅行速

度を示しており、走行時間は車が動いていた時間で

信号停止回数は、区間内を移動する間に赤信号で何

回停車したかを回数で示している。 
さらに、“渋滞率”の考えを提案した。停車時間を

走行時間で割って得られた値である。この値は、走

行時間と停車時間が同じなら“１”となり、停車時

間が少なければ、“０”に近くなる。今回は、0.5 以

上の値に網掛けを行った。0.5 は走行時間の半分の

時間停車していた事を意味しており、0.5 以上を渋

滞と筆者が判断して示した。それによると、県道 29
号線では、下りの夕方が渋滞で、国道 329 号線は上

り下りで午前中渋滞である。国道 58 号線は上下車

線との朝から夕方まで、渋滞である。県道 39 号線

上りは、昼間が渋滞で、下りは朝から夕方まで渋滞

である。 
国道 330 号線上りは、午前中渋滞で、下りは昼頃

から夕方にかけて渋滞している事が判る。 
 
3.3 旅行速度と交通量の関係及び考察 
 7:00～19:00 の各道路上下車線の端部において、

各時間 10 分間交通量の測定を行った。図 13 は国道

330 号線、安里から古波蔵方向車線の結果である。 
 10 分間交通量では実際の交通の流れが予測でき

ない可能性があるため、沖縄県警交通管制センター

の協力で、交通感知機によってカウントした 24 時

間の交通量の変化を図 14 に示した。 
図 14 の国道 330(４車線道路)24 時間交通量の１時

間毎の変化を見ると朝７、８時の時間帯に交通量が

1600 台と１日の中で最も多い交通量を示している。 
 

 
図１３ 旅行速度と交通量の関係 R330 

図１４ 国道 330 号線 24 時間交通量 
 
これは、朝の通勤ラッシュで安里から古波蔵方向

に向かう車が７時から８時にかけて急激に多くなり、

通勤車両が、1600 台国道 330 号線に入り込んでい

ることを示している。その時間帯の旅行速度は、図

13から25.0km/hで流れがスムーズだと考えられる。  
さらに、８時の時間帯も車両が 1600 台入り込んで

おり、２時間の間に 3200 台の車が通過したことに

なり、この時点で旅行速度に影響が出ており、７時

の 25.8km/h が 18km/h に低下している。 
 

図１５ 旅行速度と交通量の関係 R329 
 

 
図１６ 国道 329 号線 24 時間交通量 
 
また、図１５の国道 329 号線は、朝の通勤ラッシ
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ュを改善するために７時から９時までの２時間古波

蔵から東町の方向の車線を３車線に増やし、反対車

線を１車線としている。そのため、この２時間の交

通量が 2900 台有り１日で最も交通量が多くなって

いる（図 16）。この時間帯の旅行速度を図 15 で見る

と、７時の旅行速度は、28.6km/h で流れがスムー

ズであった。しかし、８時の時間帯も交通量が 1400
台以上通過したことで、７時に 28.6km/h あった速

度が 4.2km/h に急激に低下している。この事は、道

路の許容交通量が飽和に達したことを表わしており、

この状況が通常に戻るのに 2～3 時間要している。 
 
3.4 旅行速度と交通量及び信号機停止回数の相関 
道路交通渋滞の原因が交通量の多さによるものと

言う考えは、当然の事実だと私たちは考えている。  
 

図１７ 旅行速度と交通量（バイクなし）の相関 
    ｒ＝0.51 
 

 
図１８ 旅行速度と交通量（バイク有り）の相関 
    ｒ＝0.02 
 
今回、旅行速度と１０分間交通量そして赤信号で

停止した回数も調査した。図１７は旅行速度と交通

量のバイクを含めない場合の関係で相関係数は

0.51 であった。図１８はバイクを含めた場合の関係

0.02 で相関が無くなっている。この道路は２車線の 

図１９ 旅行速度と信号停止回数 
 
表３ 旅行速度と交通量、旅行速度と信号停止回数 
   と相関係数の比較 

 
道路で、バイクは車の渋滞に関係なく車の間を通り

過ぎて行くためこの結果になったと考えられる。図

１９は、旅行速度と信号停止回数の関係である。相

関係数が 0.85 と高く、旅行速度は信号機の停止回数

に大きく影響を受けている。表３では、５つの道路

の旅行速度調査で毎正時１０分間の道路端部におけ

る出入りの交通量と旅行速度との相関係数さらに旅

行速度と信号停止回数との相関係数を示した。僅か

１０分間の交通量調査では、単純に考えて６分の１

のデータであるが、その道路区間の特徴をあらわし

ているデータも有ると考えられるため、旅行速度と

の相関係数を計算したが、ほとんど相関が見られな

い道路や、車線方行によっては相関が見られるのも

あった。それに対して、旅行速度と信号機停止回数

の相関係数はとても高く、この結果から判断すると、

旅行速度は、交通量より信号停止回数の影響が大き

いと言える。 
 
４．まとめ 
 本研究は、沖縄県が抱える交通渋滞の問題に対し

て、沖縄県内で積極的に導入されている ITS 事業を

成功させるためにどのような道路交通政策が必要か

を考えるための基礎データの収集及び解析としての

位置付けで行った。 
那覇市街地５つの道路の旅行速度と交通量の関係

県道３９号線　安里→久茂地

y = -2.15x + 195.33

R2 = 0.2553
0

50

100

150

200

250

300

350

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

旅行速度　km/h

交
通

量
　

台
/
1
0
分

R39 線形 (R39)

県道３９号線　安里→久茂地

y = -0.1236x + 216.26

R2 = 0.0006
0

50

100

150

200

250

300

350

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

旅行速度　km/h

交
通

量
　

台
/
1
0
分

R39 線形 (R39)

県道３９号線　安里→久茂地

y = -0.2932x + 7.3839

R2 = 0.7202

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

旅行速度　km/h

信
号

停
止

回
数

　
回

R39 線形 (R39)

道路名称 車線方向 旅行速度と交通量 旅行速度と交通量（バイク有り） 旅行速度と信号停止回数

安里→泊 0.54 0.65 0.78

泊→安里 0.1 0.04 0.86

古波蔵→東町 0.33 0.41 0.9

東町→古波蔵 0.27 0.33 0.74

泊→東町 0.88

東町→泊 0.88

安里→久茂地 0.51 0.02 0.85

久茂地→安里 0.44 0.42 0.79

安里→古波蔵 0.21 0.14 0.43

古波蔵→安里 0.36 0.31 0.88
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について実験と考察を行った。毎時間の旅行速度を

測定することで、道路の渋滞状況が把握でき、交通

量のデータと関連させると交通量が急激に増えた場

合は、旅行速度への影響は後で現れ、その状況が改

善するまでには、2～3 時間必要とするデータも得ら

れた。 
また、旅行速度は、信号機の停止回数が影響して

いる事も確認できた。旅行速度つまり移動時間を一

定時間間隔で測定することで、道路の交通状況が判

り、車線変更による渋滞の問題や、バスレーン設定

時間の検討及び適正な時間設定かどうかの問題解決

のための判断材料が得られると期待できる。今後は、

旅行速度を 30 分単位で測定し、道路の交通状況が

より明確に判断して行きたい。さらに、旅行速度と

信号機との関係も得られたため、適正な信号制御に

ついても検討して行きたい。 
 
（注１） 
「沖縄県の道路について」 
沖縄県の道路開発は、沖縄の本土復帰（1972・昭

和 47 年５月１５日）後から本格的に始まったと考

えられる。つまり、まだ３０年の歴史しかない。し

かし、その間の開発ぶりは目を見張るものがある。   
復帰後の本土との格差是正を図るため、「沖縄振

興開発計画」と「道路整備五箇年計画」の２本の基

本計画に元づき進められている。「沖縄振興開発計

画」は、沖縄の特性を生かしつつ、本土との格差是

正を図り、自立的発展の基礎条件を整備することを

目標とし、策定された計画である。この計画は、戦

後 27 年の長期にわたりアメリカの施政権下におか

れ、政治、経済、社会の多方面にわたり、本土と異

なる歩みを余儀なくされてきたこと、また、本土か

ら遠く離れ、41 の有人島を含む 160 の島嶼から成

る離島県という地理的条件下にあることを鑑み策定

されたものである。大規模投資によって現在の国道

５８号線も大規模な改良がなされ、沖縄唯一の６車

線道路が開通した。そして、現在の沖縄県内の道路

は、米軍政府時代つまり琉球政府時代の「軍道」の

貧しい形貌を復帰後一新して来たといえる。 
沖縄県は日本唯一の鉄道の無い県である。しかし、

歴史的には、戦前、大正３年（1914）１２月１日に

沖縄県営鉄道が営業距離４８ｋｍで開通して年間

300 万人の利用客を運んでいた。ただし、本土の鉄

道より小さく軽便鉄道（方言名：ｹｰﾋﾞﾝ鉄道）の名前

で県民に親しまれていた。しかし、昭和 19 年（1944）
１２月１１日に列車大爆発事故が起こり壊滅的な被

害を受けたため廃止された。そして、軍政府は物資

輸送のための道路整備を優先することとなり鉄道は

完全に姿を消してしまた。 
戦後鉄道復活の議論が盛り上がったが、当時の国

鉄の赤字問題もあり、計画は頓挫してしまい今日ま

で実現していない。 
沖縄県の道路は日本の道路計画によって計画された

のでなく、アメリカ軍政府によって軍道として開発

されたことから、日本本土の道路とは一種変わった

景観をかもし出している。その背景にあるのが米軍

基地である。 
沖縄県における米軍基地は、1996 年３月現在で、

40 施設、243.06km2で県下 53 市町村のうち 25 市

町村に存在し、県土 2､266.04 km2の 10.7%を占め

ている。これは、国土面積の 0.6%に過ぎない狭隘な

沖縄県に、全国の米軍施設の約 25%、米軍専用施設

面積の約 75%が存在する。さらに、その基地が市町

村有地及び私有地であるため、最も極端な嘉手納町

では町全体の 82%が基地面積のため残されたわず

かな面積の中に 1 万 4 千名の人が生活しており、人

口密度がかなり高い地域となっている。さらにその

基地のため、新たな道路計画ができず、都市が過密

化しているにも関わらず、復帰前に作られた道路を

整備する事しかできず、全く新しい新規路線の計画

ができない事に、今日、沖縄の大都市並みの交通渋

滞を招く原因になっていると言える。 
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